


●  柔軟性に富んだナイロンに砥粒ボールを結合させているため、凹凸のある内面も研削できます。
●  ドリルに取り付けて簡単に作業できます。熟練や経験を必要としません。自動機に取り付けて量産加工も可能です。 
●  交差穴のバリ取りと内面仕上げ、研削とＲ出しなど、一工程で同時処理することもできます。
●  回転遠心力により、砥粒が内面形状にならって全体に押しあたるため、自動で芯出しし、真円度も損ねません。
●  回転数が低く、低温・低圧で作業します。また作業時間も短いため、母材構造に大きな影響を与えません。
●  バリ取りでは、砥粒がバリを削り落とすため、比較的大きなバリも除去できます。二次バリも発生しません。
●  砥粒度を選択できるため、希望する面粗さに仕上げることができます。粗仕上げから 精密仕上げまで可能です。

フレックスホーン
あらゆる円筒内のバリ取り、内面研削に最適です!!
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回転 往復ストローク

温水
30～40℃

クリーニング

FH-OIL 
純正オイル 240cc

WX-857 
水溶性研削液 1

BCタイプ

湿式

フレックスホーンについて

フレックスホーン使用方法

研　削 仕上げバリ取り

4mmから914ｍｍまで豊富なサイズを用意して
います。サイズによって型式は、 BC・GB・GBD・
GBDH・GBDXに分かれます。

炭素鋼・鋳鉄・工具用鋼・アルミニウム・ステンレ
ス・硬質材・超合金鋼など、金属・非鉄金属を問
わず、幅広い材質にご利用いただけます。

砥粒度（グリッド）は#60・#120・#180・#240・
#320・#600・LA(#1000相当)から選択できます。
その他の砥粒度については別途申し受けます。

フレックスホーンの砥粒部の外径寸法は、型式
に対して5～10%オーバーサイズになっています。

枝軸は弾力性のあるナイロン（高密度ファイバー
フィラメント）に砥粒を結合しています。

砥粒度が一目で判別できるようにシャフト軸先
端に色を付けて識別しています。

砥粒の種類が判るように、砥粒種別マークを付
けています。
　　無印  SC シリコンカーバイド
　　黒色  AO アルミオキサイド 砥粒種類は、３種類が標準取り扱い品です。

　　SC （シリコンカーバイド）
　　AO (アルミオキサイド)
　　LA (ルビゲートアルミナ)
その他の砥粒については別途申し受けます。
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● 「フレックスホーン選定方法」「フレックスホーンサイズ表」をご参照の上、フレックスホーンを正しく選定して  
　 ください。

● ドリル、ボール盤、旋盤、マシニングセンタ、ロボットなど、回転する機械に取り付けてください。　

● 推奨回転数は､BCタイプ 300～1200r.p.m.  GBタイプ 300～900r.p.m. GBDタイプ 225～600r.p.m.  

     GBDHタイプ 125～300r.p.m.  GBDXタイプ 60～120r.p.m. です。実際の回転数は加工目的に合わせて調
　 整してください。バリ取りは遅め、仕上げは速めが推奨されます。

● 回転は正回転だけでも加工できますが、正回転と逆回転を組み合わせることで、より効果的に仕上がります。

● 回転と同時に往復ストロークさせてください。回転とストローク速度の組み合わせで、クロスハッチパターン角
　 度が決まります。

● フレックスホーンは、必ず湿式で使用してください。被削材の材質や加工目的に合わせて水溶性あるいは油 
 　性の研削液をご使用ください。 あらゆる金属、非鉄金属に使用できる、純正オイルをオプションで用意してい
　 ます。希釈して使用する水溶性研削液もオプションで用意しています。

● フレックスホーンをしばらく使用しない時は、30～40℃の温水の中に入れ、砥粒ボールをブラシなどで清掃
 　し、乾燥させて保管してください。清掃の際は、シンナー、ガソリン、洗い油などは使用できません。

● 特に寸法公差がシビアな場合や、面粗度を重視する場合は、検査(計測）しながら慎重に作業してください。

シャフト軸は、BC・GB・GBDタイプはスパイラル
です。GBDH・GBDXタイプは丸鉄棒です。

シャフト軸を短くするときは切断します。延長す
るときは、パイプを付けて延長します。(別作)

AO砥粒

SC砥粒

Flex-Hone  は、米国BRM社の登録商標です。ナイロンブラシの先端に人工砥粒をボール状に結合させた構造で、円筒内に差し込み、
回転させながら、ストロークさせるだけで、研削、バリ取り、仕上げなどを行います。円筒内を加工するための専用ツールです。













フレックスホーン事業部  〒167-0033 東京都杉並区清水2-22-15  TEL 03-3301-2571  FAX 03-3301-2574

販売店

2023.04

 

高ニッケル合金仕上げ

確かなものを世界から

CBN
®

C B N  フレックスホーン

仕上げが困難な超硬材に

米国 Brush Research Manufacturing 社は、仕上げが難しい高ニッケル合金など､超硬材の
加工を目的に、新たにCBN（Cubic Boron Nitride）フレックスホーンをラインアップしました。
CBNフレックスホーンは、優れた硬度と靱性を兼ね備え、最適な表面仕上げを行うことがで
きます。また、低温、低圧で加工を行うため、酸化や熱による歪みを抑え、母材構造に大きな
影響を与えません。
標準で4mmから20mmのサイズと３種類の異なるメッシュを用意しています。

YUKO CORPORATION

The most reliable distributor.
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